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身のまわりの自然をよく見て、作文や絵にくわしくかいてみよう
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空知教育研修センター講師

道
内
の
小
学
生
を
対
象
に
第
九
回
夏
休
み
自
然
観
察
記

録

コ
ン
ク
ー
ル

(北
海
道
自
然
保
護
協
会
、
北
海
道
新
聞

社
、
同
野
生
生
物
基
金
主
催
)

の
募
集
を
行

っ
た
。
七
十

五
校
か
ら
合
わ
せ
て
百
五
十
七
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

入
賞
、
佳
作
作
品
合
わ
せ
て
二
十
九
点
と
学
校
賞
二
校
が
、

昨
年
九
月
二
十
七
日
の
審
査
会
で
決
ま
り
、
十

一
月
二
日

の
道
新
夕
刊
で
発
表
さ
れ
た
。

全
体

の
傾
向
と
し
て
は
、
低

・
中
学
年
に
時
間
を
か
け

て
取
り
組
ん
だ
作
品
が
多
く
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
高
学

年
は
迫
力
に
欠
け
て
い
る
と
感
じ
た
。
そ
の
違
い
が
ど
こ

か
ら
生
じ
て
く
る
の
か
。

低

.
中
学
年
の
文
や
絵
に
は
、
自
然
を
見

つ
め
た
感
動

を
率
直
に
大
胆
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
引
き

つ
け
る
力

が
強
い
。
だ
が
高
学
年
は
、
豊
か
な
知
識
の
蓄
積
に
対
応

で
き
る
文
章
力
や
描
画
力
が
備
わ

っ
て
い
な
い
と
な
る
と
、

そ
の
分
だ
け
本

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
参
考
書
か

ら
の
引
用
が
多
く
な
る
と
読
み
手
に
伝
わ
る
力
が
弱
く
な

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。

○

入

選

者

金

賞沢
田

隼

(江
別
市
立
上
江
別
小
学
校
三
年
)

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
と
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

銀

賞

(二
点
)

浜
本

健
汰

(苫
小
牧
市
立
豊
川
小
学
校
四
年
)

ち

ょ
う
の
研
究

竹
中

諒

(札
幌
市
立
信
濃
小
学
校
六
年
)

し
な
の
の
自
然
と
野
鳥

銅

賞

(六
点
)

大
木

菜
緒

(札
幌
市
立
上
野
幌
東
小
学
校

一
年
)

せ
み
の
う
か
か
ん
さ

つ

佳

秋
葉

颯
樹

(函
館
市
立
東
山
小
学
校

一
年
)

ぼ
く
の
ア
ゲ

ハ
チ
ョ
ウ

鈴
木

天
理

(滝
川
市
立
東
小
学
校
三
年
)

集
ま
れ
昆
虫
/
ぼ
く
の
出
あ
っ
た
虫
た
ち

鈴
木

生

(栗
山
町
立
栗
山
小
学
校
四
年
)

ぼ
く
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

秋
葉

凛
樹

(函
館
市
立
東
山
小
学
校
四
年
)

自
然

の
中
で
見

つ
け
た
虫
た
ち

小
上

拓
也

(札
幌
市
立
あ
い
の
里
西
小
学
校
五
年
)

ア
メ
ン
ボ
の
生
態

作

(
二
十
点
)

成
ケ
沢
雅
人

(函
館
市
立
本
通
小
学
校

一
年
)

だ
い
す
き
な
く
わ
が
た

小
野

萌
夏

(札
幌
市
立
み
ず
ほ
小
学
校

一
年
)

夏
休
み
に
み

つ
け
た
生
き
物

オ
リ
ベ
ラ

健

(札
幌
市
立
発
寒
東
小
学
校

一
年
)

あ
さ
が
お
の
花
の
か
ん
さ

つ

曽
根

静
香

(函
館
市
立
北
美
原
小
学
校
二
年
)

二
〇
〇
二
年
夏

「自
然
大
発
見
」

松
永

滉
平

(帯
広
市
立
帯
広
小
学
校
二
年
)

け
ん
び
き
ょ
う
で
見
た
花
ふ
ん
し
ら
べ

谷
脇

克
弥

(札
幌
市
立
北
野
台
小
学
校
二
年
)

夏
に
出
会

っ
た
こ
ん
虫
や
魚

西
田
ひ
と
み

(福
島
町
立
福
島
小
学
校
二
年
)

み
や
う
た
の
海
の
な
か
ま
た
ち

辻
野

太
紀

(登
別
市
立
若
草
小
学
校
二
年
)

か
ぶ
と
虫
の
か
ん
さ
つ
に
っ
き

鶴
尾

美
春

(函
館
市
立
西
小
学
校
三
年
)

オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
に
な
る
ま
で

山
本

一
将

(教
育
大
付
属
函
館
小
学
校
三
年
)

な
る
ほ
ど
大
発
見

・
生
き
も
の
の
世
界

92



学年別応募点数と入賞者数
原
島

弘
典

(教
育
大
付
属
札
幌
小
学
校

三
年
)

二
〇
〇
二
年
夏
を

一
し
ょ
に
す
ご
し
た
生
き
物
達

三
島

夏
帆

(追
分
町
立
追
分
小
学
校
三
年
)

夏
休
み
に
出
会

っ
た
ト
ン
ボ
た
ち

松
本

賢

(森
町
立
森
小
学
校
三
年
)

カ
ボ
チ
ャ
の
観
察
記
録

坂

昌
樹

(札
幌
市
立
緑
丘
小
学
校
三
年
)

し
ぜ
ん
の
ふ
し
ぎ

伊
沢

咲
弥

(知
内
町
立
知
内
小
学
校
三
年
)

雲
と
天
気

辻
沢

莉
穂

(旭
川
市
立
永
山
小
学
校
四
年
)

と
な
り
の
空
き
地

木
下

陽
介

(旭
川
市
立
啓
明
小
学
校
四
年
)

夏
休
み
の
気
温
調
べ

オ
リ
ベ
ラ
芙
理
央

(札
幌
市
立
発
寒
小
学
校
四
年
)

カ
ブ
ト
ム
シ
の
観
察

入 賞 者 数

学年

応募点数
金賞 銀賞 銅賞 佳作 計

1 22 2 3 5

2 28 5 5

3 34 1 1 7 9

4 21 1 2 3 6

5 41 1 1 2

6 11 1 1 2

計 157 1 2 6 20 29

北
原

勝
真

(札
幌
市
立
共
栄
小
学
校
五
年
)

昆
虫
新
聞

山
崎

静
香

(長
沼
町
立
長
沼
小
学
校
六
年
)

身
近
な
薬
草

学
校
賞江

別
市
立
上
江
別
小
学
校

函
館
市
立
東
山
小
学
校

審
査
を
終

え

て

「
楽
し
い
絵
を
描
こ
う
」

審
査
委
員
長

伊

達

佐

重

今
回
は
描
い
た
人
の
思
い
が
そ
の
ま
ま
伝
わ

っ
て
く
る

楽
し
い
作
品
が
多
か

っ
た
で
す
。
見
た
も
の
を
線
で
描
い

=
俵 浩三

佐藤 謙(

伊達 佐重(

沢部 勝(

福地 郁子(

大久保 フヨ(

熊木 大仁(

(北海道自然保護協会会長)

同

同

同

同

同

同

副会長)

常務理事)

常務理事)

常務理事)

理事)

専門委員)

鮫島惇一郎(自 然環境研究室主宰)

谷 博(北 海道新聞野生生物基金理事 ・

事務局長)

た
り
、
言
葉
を
選
ん
で
文
に
す
る
む
ず
か
し
さ
に
取
り
組

む
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作
品
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

金
賞
の
沢
田
隼
さ
ん
は
、

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と

エ

ゾ
ア
カ
ガ

エ
ル
を
卵
か
ら
育

て
て
、
成
長
の
よ
う
す
を
わ

か
り
や
す
い
絵
で
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

銀
賞

の
浜
本
健
汰
さ
ん
は
、
前
年
ま
で
の
蝶

の
幼
虫
か

ら
成
虫

に
切
り
か
え
て
、
色
々
な
蝶
の
り
ん
粉
を
け
ん
び

鏡
で
調
べ
ま
し
た
。
ま
と
め
方
が
上
手

で
す
。
竹
中
諒
さ

ん
は
、
自
分

の
住
む
信
濃
の
小
学
校

・
公
園

・
神
社
周
辺

の
生
き
物
地
図
が
独
自
の
工
夫
で
す
し
、
資
料
の
使
い
方

も
た
く
み
で
す
。

銅
賞
で
は
、
出
会

っ
た
虫
達
を
じ

っ
く
り
と
時
間
を
か

け
て
線
で
描
く
力
が
伸
び
た
秋
葉
凛
樹
さ
ん
。
細
か
い
マ

ジ

ッ
ク
ペ
ン
で
形
を
と
り
、
色
鉛
筆
で
効
果
的
に
仕
上
げ

た
鈴
木
天
理
さ
ん
。
カ
ミ
キ
リ
虫
だ
け
を
と
り
上
げ
て
背

中
の
模
様
を
大
胆
に
表
現
し
、
け
ん
び
鏡
で
の
ぞ
い
た
虫

の
各
部
分
の
ス
ケ

ッ
チ
が
す
ば
ら
し
か

っ
た
鈴
木
生
さ
ん
。

庭
の
木
の
葉
に
産
卵
さ
れ
た
ア
ゲ

ハ
チ
ョ
ウ
の
成
長
を

一

か
月
見
守

っ
た
秋
葉
颯
樹
さ
ん
。
夜
、
セ
ミ
の
羽
化
が
始

ま
っ
て
か
ら
の
約
三
時
間
の
変
化
を
、
文
と

ス
ケ
ッ
チ
で

十
二
の
場
面
に
ま
と
め
た
大
木
菜
緒
さ
ん
。
前
の
秋
葉
颯

樹
さ
ん
と
共
に
今
後
を
期
待
し
ま
す
。
ア
メ
ン
ボ
の
生
態

を
図
解
入
り
で
楽
し
く
ま
と
め
た
小
上
拓
也
さ
ん
。
金
賞

と
肩
を
な
ら
べ
る
く
ら
い
の
う
ま
さ
で
し
た
。

こ
と
し
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
気
に
な

っ
た
の
は
、
外
国
か

ら
輸
入
し
た
動
物
や
昆
虫
の
観
察
記
録
が
応
募
作
品
の
中

に
あ

っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
自
然
の

一
部
に
は
違
い
な

い
の
で
す
が
、
自
分
が
住
む
北
海
道
内
の
観
察
記
録
で
あ

っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
二
〇
〇
二

・
十

一
・
二
の
道
新
よ
り
転
載
)
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